
　男鹿市にある有限会社進藤冷菓（社長・進藤

博永氏）は、アイスクリームの製造・販売・卸

売を手掛けている。

●高級果実の味わいを子ども達に提供したい
　同社は、1953年に進藤社長の祖父・永太郎氏

が創業した。永太郎氏は、元々、農業を営んで

いたが、当時高級品だったバナナとイチゴを地

域の子ども達に手軽に味わってもらう方法とし

てアイスクリームへの加工を考えついた。事業

はその後、父の永三氏を経て、2008年から博永

氏が引き継いでいる。

●県外初進出で人気を博しネット販売開始
　同社のアイスは、春から秋まで、県内の国道

沿いや観光地周辺を中心に、女性販売員が大き

なパラソルの下で金属製のヘラを用いてコーン

に盛り付けて販売しており、「ババヘラアイス」

という呼び名で県民に広く親しまれている。基

本的なフレーバーはバナナ味とイチゴ味の組み

合わせで、約30㎏の容器１缶に約360食分入

っており、周囲を特注した保冷用の缶で覆って

いるため炎天下でも長時間販売できる。現在、

県内全13市のスーパーマーケットやショッ

ピングセンター、道の駅の前でも販売している。

　2003年、国内外の名物アイスが一堂に会す

る「アイスクリーム博覧会」への出展に際し、

薔薇の花の形を模して盛り付ける方法を考案し

たところ、愛らしい盛り付けと対面販売による

温かみのある接客が高い評価を受けた。アイス

は一躍全国区となり注文が相次いだため、家庭

向けのタッパー、カップアイス、アイスキャンディ

ーといった商品を揃え、通信販売を開始した。

●地域の特産物を活かしたフレーバーを拡充
　2013年に開催された「海フェスタおが」の会

場で海や客船をイメージしたブルーと白を組み

合わせたアイスを販売したことを機に、近年は
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フレーバーの拡充に取り組んでいる。プロサッ

カーチーム「ブラウブリッツ秋田」のホームゲ

ームではチームカラーのブルーと勝ち星を重ね

る願いを込めた白のアイス、男鹿市の「男鹿水

族館ＧＡＯ」と「なまはげ館」では男鹿産メロ

ンを原料にした限定アイスを販売し、集客力の

向上を後押ししている。地域の農産物を活用し

たフレーバーもあり、「秋田ふるさと村」で横手

市産大沢葡萄のジュースを使用した限定アイス

を販売している。

●女性販売員は楽しんで仕事に従事
　全従業員50名のうち、女性販売員は35名強

と、全体の７割以上を占める。年代は50代から

70代後半まで、居住地は男鹿市や潟上市に加え、

由利本荘市、横手市など幅広い。志望理由も、

販売員による勧誘や販売員に憧れての応募など

様々である。女性達は、「仲間やお客さんとのコ

ミュニケーションのおかげで健康を維持できて

いる」、「県外客や外国人旅行者に記念撮影を求

められるなど、観光振興に一役買っている自負

がある」、「仕事を通じて県内各地に出かけられ

ることが嬉しい」、「年に一度の慰安旅行を張り

合いに頑張っている」など、仕事に楽しみを見

出している。

●カンボジアでも女性の安定的収入確保支援
　同社は、カンボジアで長年取材を行っている

本県出身のフォトジャーナリスト・高橋智史氏

の紹介により、貧困地域で自立支援活動を行う

ＮＧＯから依頼を受け、2010年から３年間、

同国の首都・プノンペンで技術指導を行った。

調達できる材料が限られていること、本県と気

候が異なることなど様々な課題を乗り越え、ア

イスは2013年から「ハッピーアイス」という

名で販売されている。スタッフの多くはそれまで

ゴミ集積場での有価物収集などで生計を立てて

いた貧困家庭の母親たちで、アイスの製造・販

売により安定した現金収入を得られるようにな

り、衛生的な暮らしや子どもの就学など生活の

向上を実現している。事業は順調に成長してお

り、進藤社長は、「一人でも多くのスタッフとそ

の家族の生活が安定してほしい」と語る。

●今後の目標
　地域の人々に日常生活で味わってもらうこと

を大切にし、これまでは県内販売に重きを置い

てきたが、今後は県外での販売を強化する方針

である。また、県内各地の特産物を原料とするフ

レーバーの拡充に一段と力を入れ、本県農産物

の魅力発信を図る。あわせて、本県が農産物の高

付加価値化で他県に後れを取っていることか

ら、アイスへの加工を通じて県内食料品製造業の

発展に貢献することとしている。 （相沢　陽子）

進藤社長からのひと言

　女性販売員達は、お客様が温かいまなざしで

見守り応援してくださるおかげで、仕事に愛着

と誇りを持って働くことができています。

注目企業

20 あきた経済 2019.7

あきた経済7月号_h.pdf   21 2019/07/05   15:10:53




